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第 5 次八戸市総合計画後期推進計画の概要 

 

１．策 定 方 針 

   全国的な雇用情勢の悪化などの社会経済情勢の変化や、第５次八戸市行財政改革大綱の策定、

定住自立圏の形成等の新たな取り組みなど、前期推進計画の策定時には想定していなかった状

況に対応するため、前期推進計画の構成を基本に、計画を１年前倒しして策定する。 

 

２．計 画 期 間   

平成 23 年度から平成 28 年度までの 6年間 

 

３．前期推進計画からの主な変更内容 

  (1) 戦略プロジェクトの追加 

      ①雇用支援プロジェクト    ②広域連携・自立促進プロジェクト 

  (2) 戦略プロジェクトの施策の追加 

      ①八戸港の機能強化      ②地場産品の販路の拡大 

      ③農業の担い手の育成・強化  ④雇用支援の充実 

      ⑤新たな文化の創造      ⑥持続可能な公共交通の確立 

      ⑦教育環境の充実       ⑧暮らしの相談体制の充実 

      ⑨救急医療体制の強化     ⑩危機管理体制の強化 

      ⑪広域連携・自立促進 

  (3) 戦略プロジェクト、自治基盤整備計画及び分野別計画の事業の追加等 

 

４．計画の体系 

  序  計画の策定にあたって 

  第１ 戦略プロジェクト（187 事業）（うち新規事業 111、拡充事業 7） 

      １．地域活力の創出のためのプロジェクト群（63 事業） 

      ２．まちの魅力創造のためのプロジェクト群（42 事業） 

      ３．地域の安心確立のためのプロジェクト群（42 事業） 

      ４．自治力の向上のためのプロジェクト群 （40 事業） 

  第２ 自治基盤整備計画（76 事業）（うち新規事業 37） 

      １．住民自治の推進 （18 事業） 

      ２．自治体経営の強化（58 事業） 

  第３ 分野別計画（503 事業）（うち新規事業 114） 

      １．人かがやくまちづくり  （ 84 事業） 

      ２．活力あるまちづくり   （156 事業） 

      ３．健康・福祉のまちづくり （128 事業） 

      ４．環境にやさしいまちづくり（ 48 事業） 

      ５．安全・安心なまちづくり （ 87 事業） 

 

５．進 行 管 理 

   後期推進計画については、毎年度、施策や事業について進捗状況調査を実施し、市民で構成

する委員会から意見を聴取して、事業の見直しや新たな事業の具体化につなげるなど、適切な

進行管理を行う。 

市 長 記 者 会 見 資 料

平成 22 年 10 月 21 日

総合政策部政策推進課
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（参 考） 

 

 １．戦略プロジェクトの体系 

 

 
 
 
 
 
   ※施策の統合により 4施策が減少したことから、前期推進計画と比べて 7施策の増加となる 

   ※後期推進計画の事業数 187には、再掲事業 10が含まれるため、正味事業数は 177 
 
 
２．自治基盤整備計画及び分野別計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ群 戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 施策 事業 
前期推進計画 ４ １４ ３６ １０５ 
後期推進計画 ４ １６ ４３ １８７ 
増 減 ０  ２  ７  ８２ 

 分野 大施策 中施策 小施策 事業 
前期推進計画 ７ ３３ ８４ ２１６ ４９１ 
後期推進計画 ７ ３３ ８４ ２１５ ５７９ 
増 減 ０  ０  ０  △１  ８８ 


